
レべル1 レべル2 レべル3 レべル4 レべル5 レべル6

工事区分 工     種 種   別 細  　別 規   　格 積算要素 設計数量 積算数量

橋梁保全工事

橋梁付属物工

橋梁用高欄

橋梁用高欄
H１１００㎜
高欄兼用車両防護柵
材質：アルミ

設置
アンカー材を含む ｍ 101.45 101 夜間施工

コンクリート削孔 箇所 51.0 51 夜間施工

内訳 M20×330 本 102.0

M20×270 本 102.0

樹脂カプセル M20×330用 本 102.0

M20×270用 本 102.0

橋梁補修

橋梁地覆補修

モルタル充填 □300
無収縮モルタル
0.14m3 箇所 50.0 50 夜間施工

足場・防護
シート防護＋板
張防護

m2 187.7 190 夜間施工

構造物撤去工

防護柵撤去

高欄撤去
H1100mm
鋼製高欄

ｍ 100.55 101 夜間施工

構造物取壊工 ｍ

コンクリートはつり 地覆部はつり ｔ＝30mm m
2 4.5 4.5 夜間施工

運搬処理工 殻運搬 CO殻（無筋） 数量：0.14m3 式 1 1 夜間施工

殻処分 CO殻（無筋） 数量：0.32ｔ 式 1 1 処分費

現場発生品運搬 既設高欄 ｔ 3.42 3.42 夜間施工

仮設工

交通管理工

交通誘導警備員 交通誘導警備員B 69人 式 1 1 夜間

共通仮設費

技術管理費

施工調査費 鉄筋探査 A=4.59m2 式 1 1

スクラップ

スクラップ処分費 ヘビーH2
既設高欄
処分量：3.42ｔ

式 1 1 スクラップ処分費

１　　数　　量　　総　　括　　表　　

単 位

数　量

摘　      要



2　防護柵工（交換工）数量集計表

第1径
間

第2径
間

第3径
間

第4径
間

第5径
間

第6径
間

第7径
間

防護柵工 0

橋梁部（下
流側）

m 52.79 52.00 67.90 36.00 65.45 51.90 52.26 101.45

本 56 52 68 38 64 52 54 102.0

本 56 52 68 38 64 52 54 102.0

現場作業 片側分 m 52.8 52.0 67.9 35.1 65.5 51.9 52.3 100.55

片側分 箇所 27 26 34 17 33 26 26 50.0

片側分 m2 2.4 2.3 3.1 1.5 3.0 2.3 2.3 4.5

片側分 m3 0.10 0.10 0.10 0.05 0.09 0.07 0.07 0.14

橋梁部（下
流側）

m 52.79 52.00 67.90 36.00 65.45 51.90 52.26 101.45

片側分 本 56 52 68 38 64 52 54 102.0

片側分 本 56 52 68 38 64 52 54 102.0

本 56 52 68 38 64 52 54 102.0

本 56 52 68 38 64 52 54 102.0

M20×330

アンカー
定着工

M20×270

片側分

片側分

M20×330用

アンカー
削孔工

新規防
護柵設
置工

φ24×245

φ24×200M20×270用

はつり
工

モルタ
ル充填

無収縮モル
タル

σck＝
24N/mm2

ｔ＝30mm

地覆天
端処理

工

施工箇所（既設支柱撤去後の処
理：支柱本数→片側204箇所）

既設高
欄撤去

工

樹脂カ
プセル

M20×330用

M20×270用

新規防
護柵部

材

片側分

片側分

適用・備考
A1～P2

（2径間連続鈑
桁）

P2～P5
（3径間連続箱桁）

合 計

エンドプレート 2 箇
所（起点側・終点

側）,伸縮部 2 箇所
（P2橋脚上・P5橋

脚上）
アルミ合金製高欄兼用車
両用防護柵B種

P5～A2
（2径間連続鈑

桁）

数  量

レべル2
工　種

レべル3
種　別

レべル4
細　別

単位
材質 材種 形状

レべル5
規　格・寸法



3　高欄・防護柵取替え工

2.3.1　車道部

（1） 新規防護柵部材

アルミ合金製高欄兼用車両用防護柵B種

　a） 橋梁部（上流側）

Ｌ1-1 ＝ 52.79 m

Ｌ1-2 ＝ 52.00 m

Ｌ1-3 ＝ 67.90 m

Ｌ1-4 ＝ 64.00 m

Ｌ1-5 ＝ 65.45 m

Ｌ1-6 ＝ 51.90 m

Ｌ1-7 ＝ 52.26 m

ΣＬ ＝ 406.30 m

エンドプレート 2 箇所（起点側・終点側）

伸縮部 2 箇所（P2橋脚上・P5橋脚上）

　b） 橋梁部（下流側）

Ｌ2-1 ＝ 52.79 m

Ｌ2-2 ＝ 52.00 m

Ｌ2-3 ＝ 67.90 m

Ｌ2-4 （※新設実延長101.45-65.45=36.00m） ＝ 36.00 m

Ｌ2-5 ＝ 65.45 m

Ｌ2-6 ＝ 51.90 m

Ｌ2-7 ＝ 52.26 m

ΣＬ ＝ 101.45 m

エンドプレート 2 箇所（起点側・終点側）

伸縮部 2 箇所（P2橋脚上・P5橋脚上）

第3径間

第5径間

第6径間

第1径間

第2径間

第3径間

第4径間

第5径間

第6径間

第1径間

第2径間

第7径間

第7径間

第4径間



　2） 樹脂カプセル

　a） M20×330用

　◆片側分（上流側又は下流側の片方） ポスト数

Ｎ1-1 ＝ 2 本× 28 箇所 ＝ 56 本

Ｎ1-2 ＝ 2 本× 26 箇所 ＝ 52 本

Ｎ1-3 ＝ 2 本× 34 箇所 ＝ 68 本

Ｎ1-4 ＝ 2 本× 19 箇所 ＝ 38 本

Ｎ1-5 ＝ 2 本× 32 箇所 ＝ 64 本

Ｎ1-6 ＝ 2 本× 26 箇所 ＝ 52 本

Ｎ1-7 ＝ 2 本× 27 箇所 ＝ 54 本

ΣＮ1 ＝ 2 本× 51 箇所 ＝ 102 本

　　◆両側分（上下流分） 下流

Ｎ ＝ 102 本/片側 × 1 ＝ 102 本

　b） M20×270用

　◆片側分（上流側又は下流側の片方） ポスト数

Ｎ2-1 ＝ 2 本× 28 箇所 ＝ 56 本

Ｎ2-2 ＝ 2 本× 26 箇所 ＝ 52 本

Ｎ2-3 ＝ 2 本× 34 箇所 ＝ 68 本

Ｎ2-4 ＝ 2 本× 19 箇所 ＝ 38 本

Ｎ2-5 ＝ 2 本× 32 箇所 ＝ 64 本

Ｎ2-6 ＝ 2 本× 26 箇所 ＝ 52 本

Ｎ2-7 ＝ 2 本× 27 箇所 ＝ 54 本

ΣＮ2 ＝ 2 本× 51 箇所 ＝ 102 本

　　◆両側分（上下流分） 下流

Ｎ ＝ 102 本/片側 × 1 ＝ 102 本

第6径間

第7径間

第1径間

第1径間

第2径間

第3径間

第4径間

第5径間

第2径間

第3径間

第4径間

第5径間

第6径間

第7径間



（2） 現場作業

　1） 既設高欄撤去工

上流側

Ｌ1-1 ＝ 52.79 m ＝ 52.79 m

Ｌ1-2 ＝ 52.00 m ＝ 52.00 m

Ｌ1-3 ＝ 67.90 m ＝ 67.90 m

Ｌ1-4 ＝ 64.00 m ＝ 64.00 m

Ｌ1-5 ＝ 65.45 m ＝ 65.45 m

Ｌ1-6 ＝ 51.90 m ＝ 51.90 m

Ｌ1-7 ＝ 52.26 m ＝ 52.26 m

ΣＬ ＝ 406.30 m ＝ 406.30 m

下流側

Ｌ2-1 ＝ 52.79 m ＝ 52.79 m

Ｌ2-2 ＝ 52.00 m ＝ 52.00 m

Ｌ2-3 ＝ 67.90 m ＝ 67.90 m

Ｌ2-4 ＝ 35.10 m （※撤去実延長100.55-65.45=35.10m） ＝ 35.10 m

Ｌ2-5 ＝ 65.45 m ＝ 65.45 m

Ｌ2-6 ＝ 51.90 m ＝ 51.90 m

Ｌ2-7 ＝ 52.26 m ＝ 52.26 m

ΣＬ ＝ 100.55 m ＝ 100.55 m

合計 ＝ 100.55 m

第1径間

第2径間

第3径間

第4径間

第5径間

第6径間

第2径間

第3径間

第7径間

第1径間

第4径間

第5径間

第6径間

第7径間



　2） 地覆天端処理工

　a） 施工箇所（既設支柱撤去後の処理：支柱本数→片側204箇所）

　◆片側分（上流側又は下流側の片方）

Ｎ1 ＝ 1 本× 27 箇所 ＝ 27 箇所

Ｎ2 ＝ 1 本× 26 箇所 ＝ 26 箇所

Ｎ3 ＝ 1 本× 34 箇所 ＝ 34 箇所

Ｎ4 ＝ 1 本× 17 箇所 ＝ 17 箇所

Ｎ5 ＝ 1 本× 33 箇所 ＝ 33 箇所

Ｎ6 ＝ 1 本× 26 箇所 ＝ 26 箇所

Ｎ7 ＝ 1 本× 26 箇所 ＝ 26 箇所

ΣＮ ＝ 1 本× 50 ＝ 50 箇所

　　◆上下流両側分

Ｎ ＝ 50 箇所/片側 × 1 箇所/下流 ＝ 50 箇所

無収縮モルタル使用料（1箇所当たり） 0.3ｍ×0.3ｍ×0.03m=0.0027m3

0.0027m3×1875㎏/m3=5.06kg

　b） はつり工

ｔ ＝ 30 mm

　　◆片側分はつり面積 辺長 × 辺長 × 箇所数

Ａ1 ＝ 0.300 × 0.300 × 27 ＝ 2.4 m2

Ａ2 ＝ 0.300 × 0.300 × 26 ＝ 2.3 m
2

Ａ3 ＝ 0.300 × 0.300 × 34 ＝ 3.1 m
2

Ａ4 ＝ 0.300 × 0.300 × 17 ＝ 1.5 m2

Ａ5 ＝ 0.300 × 0.300 × 33 ＝ 3.0 m2

Ａ6 ＝ 0.300 × 0.300 × 26 ＝ 2.3 m2

Ａ7 ＝ 0.300 × 0.300 × 26 ＝ 2.3 m2

ΣＡ ＝ 4.5 m
2

第1径間

第2径間

第3径間

第4径間

第7径間

第5径間

第6径間

第1径間

第2径間

第5径間

第3径間

第4径間

第6径間

第7径間



　　◆両側分はつり面積

Ｌ ＝ 4.5 m2/片側 × 1 ＝ 4.5 m2

　c） モルタル充填

σck ＝ 24 N/mm
2 （ ）

ｔ ＝ 30 mm

　　◆片側分はつり体積（上流側又は下流側の片方）

Ｖ ＝ 辺長 × 辺長 × 斫り深さ × 箇所数

Ｖ1 ＝ 0.300 × 0.300 × 0.030 × 27 ＝ 0.10 m
3

Ｖ2 ＝ 0.300 × 0.300 × 0.030 × 26 ＝ 0.10 m3

Ｖ3 ＝ 0.300 × 0.300 × 0.030 × 34 ＝ 0.10 m3

Ｖ4 ＝ 0.300 × 0.300 × 0.030 × 17 ＝ 0.05 m
3

Ｖ5 ＝ 0.300 × 0.300 × 0.030 × 33 ＝ 0.09 m3

Ｖ6 ＝ 0.300 × 0.300 × 0.030 × 26 ＝ 0.07 m
3

Ｖ7 ＝ 0.300 × 0.300 × 0.030 × 26 ＝ 0.07 m
3

ΣＶ ＝ 0.14 m3

　　◆両側分はつり体積

Ｖ ＝ 0.1 m
3
/片側 × 1 ＝ 0.1404 m３

d） 処分量

Ⅴ ＝ 0.3 × 0.3 × 0.03 × 50

＝ 0.135 ＝ 0.135 m3

ｔ換算 単位体積重量（無筋CO） 2.35 t/m3

Ｗ ＝ 0.135 × 2.350

＝ 0.317 ＝ 0.317 t

無収縮モルタル

第2径間

第3径間

第4径間

第5径間

第6径間

第7径間

第1径間



　3） 新規防護柵設置工

Ｌ ＝ m ＝ 101.45 m

※　数量計算は工場製作工を参照とする。

4） 施工調査費

N ＝ 51 箇所

0.3 × 0.3 × 51 ＝ 4.59 ＝ 4.59 m2

　5） アンカー削孔工

　a） M20×330用

φ24×245

　 ◆片側分（下流側）

Ｎ1 ＝ ＝ 102 本

　 ◆両側分（上下流分）

Ｎ1 ＝ ＝ 102 本

※　数量計算は工場製作工を参照とする。

b) M20×270用

φ24×200

 　◆片側分（下流側）

Ｎ2 ＝ ＝ 102 本

　 ◆両側分（上下流分）

Ｎ2 ＝ ＝ 102 本

※　数量計算は工場製作工を参照とする。

　6） アンカー定着工

　a） M20×330

 　◆片側分（下流側）

Ｎ1 ＝ ＝ 102 本

　 ◆両側分（上下流分）

Ｎ1 ＝ ＝ 102 本

※　数量計算は工場製作工を参照とする。

　b） M20×270

　 ◆片側分（下流） ＝ 102 本

Ｎ2 ＝

　 ◆両側分（上下流分） ＝ 102 本

Ｎ2 ＝

※　数量計算は工場製作工を参照とする。

101.45



第1径
間

第2径
間

第3径
間

第4径
間

第5径
間

第6径
間

第7径
間

橋梁足場工 吊足場
シート防護

(含朝顔塗装
兼用)

主体足場
(パイプ吊足場用)

TYPE A2：桁高h≧1.5
m2 722.9 607.5 836.6 827.9 825.3 622.8 698.9 5,141.8 

シート張防護工
(両側朝顔) m2 885.9 744.5 1025.3 1014.7 1011.4 763.2 856.6 6,301.6 

朝顔
TYPEＢ：桁高h≧

1.5
m2 163.1 137.0 188.7 186.8 186.2 140.5 157.7 1,159.8 

片側朝顔
防護足場

橋梁地覆補
修・高欄補修
時等に使用

シート防護
+板張防護

TYPE Ｅ m2 97.40 97.40 121.60 121.60 121.60 95.70 95.70 751.0 上流側

TYPE Ｅ m2 97.4 97.4 121.6 66.1 121.6 95.7 95.7 187.7 下流側

m2 194.8 194.8 243.2 187.7 243.2 191.4 191.4 187.7 両　側

P5～A2
（2径間連続鈑

桁）

数   量

合　計

塗り替え塗
装・床版補修
時等時に使

用
中段足場含

む

摘　要

4 足　場　工　数　量　集　計　表

レべ
ル1
工事
区分

レべ
ル2

工　種

レべ
ル3

種　別

レべル4
細　別

レべル5
規　格

レべル6
積算要素

単位

A1～P2
（2径間連続鈑

桁）

P2～P5
（3径間連続箱桁）



5　片側朝顔防護足場工数量

 片側朝顔防護足場工数量：ＴＹＰＥ Ｅ

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間 第5径間 第6径間 第7径間 Total

設置延長（m） 52.65 52.65 65.73 65.73 65.73 51.75 51.75

足場必要幅
0.80+Ｗ1（m） 1.85 1.85 1.85 1.85 1.85 1.85 1.85

97.40 97.40 121.60 121.60 121.60 95.70 95.70 751.0

設置延長（m） 52.65 52.65 65.73 35.72 65.73 51.75 51.75

足場必要幅
0.80+Ｗ1（m） 1.85 1.85 1.85 1.85 1.85 1.85 1.85

97.40 97.40 121.61 66.08 121.61 95.74 95.74 187.7

194.80 194.80 243.20 66.08 121.61 95.74 95.74 187.7

　※ 片側朝顔防護足場の設置延長は、各径間毎の桁長を延長そして数量を算出する。

◆片側朝顔防護足場工根拠図

　　（１） 断面図

 設 置 区 間

 上流側

 下流側

小  　 計   （m2）

合　   計   （m2）

小 　  計   （m2）



（2） 平面図（防護柵設置範囲）



レべル1
工事区

分

レべル2
工　種

レべル3
種　別

レべル4
細　別

レべル5
規　格

レべル6
積算要素

単位 摘　要

第1径
間

第2径
間

第3径
間

第4径
間

第5径
間

第6径
間

第7径
間

構造物撤去工
構造物取

壊し工
既設高欄
撤去工

下流側 ｍ 52.79 52.00 67.90 35.10 65.45 51.90 52.26 100.55

下流側 kg 1794.86 1768.00 2308.60 1193.40 2225.30 #REF! #REF! 3,418.7 

舗装版取
壊し面積 m2 391.88 391.88 490.00 493.00 490.00 385.13 385.13 3,027.0 車道部

舗装版取
壊し体積 m3 31.35 31.35 39.20 39.44 39.20 30.81 30.81 242.2 t=8.0cm

舗装版取
壊し面積 m2 230.12 230.12 287.69 289.23 287.69 226.16 226.16 1,777.2 歩道部

舗装版取
壊し体積 m3 6.90 6.90 8.63 8.68 8.63 6.78 6.78 53.3 t=3.0cm

既設伸縮
装置撤去 ｍ 12.2 歩車道部

〃 ｍ 30.0 車道部

既設伸縮装
置

スクラップ質
量

鋼製部スク
ラップ質量

フィンガー
部、鉄筋等含

む
kg 14,896 全箇所

既設コンク
リート撤去 m3 3.50 全箇所

既設高欄
撤

スクラップ
質量

６　撤　去　工　数　量　集　計　表

A1～P2
（2径間連続鈑

桁）

P2～P5
（3径間連続箱桁）

P5～A2
（2径間連続鈑

桁）

数　　量

合 計



7　撤去工数量

１．既設高欄撤去数量

１）撤去延長

　　◆上流側

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

ΣＬ ＝ m

　　◆下流側

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m （※撤去実延長100.55-65.45=35.1m）

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

＝ m × 列 ＝ m

ΣＬ ＝ m

m H7年度施工済み

２）既設高欄スクラップ重量：ｍ

◆既設高欄の単位鋼材質量： kg／m 

◆既設高欄の総鋼材質量 

　　◆上流側

＝ m × ＝

＝ m × ＝

＝ m × ＝

＝ m × ＝

＝ m × ＝

＝ m × ＝

＝ m × ＝

ΣW1 ＝

　　◆下流側

＝ m × ＝

＝ m × ＝

＝ m × ＝

＝ m × ＝

＝ m × ＝

＝ m ＝

＝ m ＝

ΣW2 ＝

kg ≒ ｔ

既設高欄撤去
工単位数量算
出より

3.42

合　計 100.55

34.0

34.0

34.0

34.0

第1径間 Ｌ1-1

第7径間 1

Ｌ1-3 67.90

52.26

第1径間

第2径間

第3径間

第4径間

第5径間

第6径間 Ｌ1-6

67.90

64.00

65.45

51.90

52.00

1

1

1

Ｌ1-2

Ｌ1-3

2225.3 kg

65.45

51.90

406.30

52.26

406.30

52.79

52.00

2176.0 kg

Ｌ1-7

52.79

52.79 1

67.90

Ｌ1-1

64.00

Ｌ1-5 65.45

Ｌ1-4

Ｌ1-5

67.90

65.45

1

1

1

52.79

1

1 35.10

第5径間

第2径間 Ｌ1-2 52.00 1 52.00

第3径間 1

52.26第7径間 Ｌ1-7

第4径間 Ｌ1-4 35.10

第6径間 Ｌ1-6 51.90 1 51.90

100.55 100.55

67.90

第4径間

kg

1 52.26

34.00

2308.6 kg

　　　※ 鋼材単位重量算定方法は『4.6.2 既設高欄撤去工単位数量算出』を参照とする。 

第1径間

52.26

406.30

W1-1 52.79

第2径間 W1-2 52.00

51.90

第3径間 W1-3

W1-5 65.45

第6径間 W1-6

34.0第3径間 W2-3 67.90

第7径間 W1-7

W2-6 51.90

52.79

第2径間 W2-2 52.00

第7径間 W2-7 52.26

100.55

第4径間 W2-4 35.10

W2-5 65.45

第6径間

34.0

34.0

第5径間 34.0

34.0

W1-4 64.00

第1径間 W2-1

第5径間

合　計 3418.7

kg34.0 1794.9

34.0

34.0

1768.0

1764.6 kg

1776.8 kg

1794.9 kg

#REF!

#REF!

1768.0 kg

2308.6 kg

1193.4 kg

kg

kg13814.2

3418.7

2225.3 kg



8　既設高欄撤去工単位数量算出

◆片側（上流側又は下流側）：延長 L＝ 406.3 ｍ (単位：㎜,kg)

  既設高欄： H１区間1箇所

員数 部材名 材種 断 面 長 さ 単位重量 単品重量 重 量 材 質 ﾈｯﾄ 要素 備 考

1 □ 125*75*3.2 4150 9.52 39.51 39.51 小型

1 □ 75*45*3.2 300 5.50 1.65 1.65 小型

1 □ 75*45*3.2 1600 5.50 8.80 8.80 小型

1 □ 75*45*3.2 1900 5.50 10.45 10.45 小型

3 □ 100*100*4.5 1080 13.10 14.15 42.45 小型

23 FB 50*6 810 2.36 1.91 43.93 小型

1 PL 125*9 940 8.83 8.30 8.30 小型

高欄 155.09 kg

Σ 1 ＝ 155.09 kg

  既設高欄： H2区間　97箇所

員数 部材名 材種 断 面 長 さ 単位重量 単品重量 重 量 材 質 ﾈｯﾄ 要素 備 考

1 □ 125*75*3.2 3990 9.52 37.98 37.98 小型

1 □ 75*45*3.2 1890 5.50 10.40 10.40 小型

1 □ 75*45*3.2 1900 5.50 10.45 10.45 小型

2 □ 100*100*4.5 1080 13.10 14.15 28.30 小型

24 FB 50*6 810 2.36 1.91 45.84 小型

高欄 132.97 kg

Σ 97 ＝ 12,898.09 kg

  既設高欄： H3区間2箇所

員数 部材名 材種 断 面 長 さ 単位重量 単品重量 重 量 材 質 ﾈｯﾄ 要素 備 考

1 □ 125*75*3.2 3895 9.52 37.08 37.08 小型

1 □ 75*45*3.2 1795 5.50 9.87 9.87 小型

1 □ 75*45*3.2 1900 5.50 10.45 10.45 小型

2 □ 100*100*4.5 1080 13.10 14.15 28.30 小型

23 FB 50*6 810 2.36 1.91 43.93 小型

高欄 129.63 kg

Σ 2 ＝ 259.26 kg

  既設高欄： H4区間1箇所

員数 部材名 材種 断 面 長 さ 単位重量 単品重量 重 量 材 質 ﾈｯﾄ 要素 備 考

1 □ 125*75*3.2 3780 9.52 35.99 35.99 小型

2 □ 75*45*3.2 1890 5.50 10.40 20.80 小型

1 □ 100*100*4.5 1080 13.10 14.15 14.15 小型

24 FB 50*6 810 2.36 1.91 45.84 小型

高欄 116.78 kg

Σ 1 ＝ 116.78 kg

  既設高欄： H5区間1箇所

員数 部材名 材種 断 面 長 さ 単位重量 単品重量 重 量 材 質 ﾈｯﾄ 要素 備 考

1 □ 125*75*3.2 2350 9.52 22.37 22.37 小型

1 □ 75*45*3.2 300 5.50 1.65 1.65 小型

1 □ 75*45*3.2 1800 5.50 9.90 9.90 小型

2 □ 100*100*4.5 1080 13.10 14.15 28.30 小型

12 FB 50*6 810 2.36 1.91 22.92 小型

1 PL 125*9 940 8.83 8.30 8.30 小型

高欄 93.44 kg

Σ 1 ＝ 93.44 kg



  既設高欄： 継手

員数 部材名 材種 断 面 長 さ 単位重量 単品重量 重 量 材 質 ﾈｯﾄ 要素 備 考

2 PL 236*6*100 285 13.44 3.83 7.66 小型

100 PL 126*6*60 245 11.56 2.83 283.00 小型

高欄 290.66 kg

Σ 1 ＝ 290.66 kg

kg

kg/m34.00

13,813.30

1ｍ当りのスクラップ重量：

スクラップ重量合計：



◆既設高欄撤去工根拠図：関宿橋




